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事

案

第

　

二

　

号

三
朝
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
　
1
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
特
別
医
寮
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
浄
法
(
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
轟
会
の
議
決
を
求
め
る
b

昭
和
五
十
八
年
1
月
十
　
1
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

松

村

　

　

喬

　

　

成

増
和
五
指
八
年
壱
用
捨
青
白
　
偉
容
可
決

三
朝
町
親
金
蔵
長
名
魅
典
由



烹妄

読
～
′

三
朝
町
条
例
第

号

(･'. I..こ

一

書

　

J

三
朝
町
特
別
廃
療
賛
働
成
秦
例
の
7
鮮
卑
改
正
す
る
条
例

三
■
朝
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
(
昭
和
四
十
八
年
三
朝
町
条
例
第
三
十
貯
号
)
･
の
蒜
を
次
の
よ
､
う
忙

改
正
す
る
｡

第
1
集
中
｢
老
人
｣
を
｢
身
体
障
害
者
｣
定
改
め
る
｡

第
二
集
中
｢
及
び
老
人
福
祉
法
(
昭
和
三
十
八
年
法
律
弟
百
三
±
毒
ノ
)
第
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る

老
人
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
者
を
除
く
｡
｣
を
｢
並
び
に
同
義
第
三
号
及
･
S
第
四
号
に
掲
げ
る
者
で
老

人
保
健
法
(
昭
和
五
十
七
年
法
律
弟
八
十
号
)
警
手
五
条
の
規
定
に
よ
る
医
療
の
給
付
を
受
け
る
も
の

を
除
-
｡
｣
灯
改
め
る
｡

東
三
条
を
次
.
の
よ
う
に
改
め
る
｡

(
助
　
成
)

第
三
粂
　
町
は
､
医
療
費
受
給
者
の
痩
兼
叉
は
医
療
に
賓
す
る
襲
用
の
う
ち
･
社
会
･
保
険
各
沫
そ
の
他
の

革
命
の
規
定
に
よ
｡
被
保
険
者
等
が
負
叔
す
る
こ
と
と
な
る
襲
用
(
社
会
保
廃
各
法
に
鹿
定
す
る
附
加
給

付
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
附
加
給
付
金
が
あ
る
と
き
は
,
当
薪
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し



こ＼Lh! ,

A/i.-

た
額
｡
以
下
｢
医
凍
費
｣
と
い
㌢
)
L
i
つ
い
て
助
成
す
る
も
町
と
す
る
｡

.
1
　
前
項
の
規
発
に
よ
る
助
成
の
由
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡
′

1

　

別

表

第
　
7
号

二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
･
産
蝶
穀
の
全
部
の

ニ
別
表
雪
盲
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
,
医
療
費
か
ら
老
人
保
健
浅
第
二
十
八

条
の
規
帝
の
例
･
忙
よ
｡
算
定
し
た
二
部
負
頼
金
の
癖
に
相
当
す
る
額
㌫
下
二
部
負
担
金
相
当
額
｣

と
い
う
｡
)
を
控
除
し
た
額
　
1

第
十
1
集
を
簸
十
二
条
と
す
る
｡

弟
十
条
の
見
出
し
を
｢
(
医
療
費
の
助
鹿
金
の
返
蔑
)
｣
富
め
･
同
条
中
｢
す
で
に
助
成
し
た
医
療

空
､
洩
｢
す
で
妃
支
給
し
た
医
療
費
の
助
成
金
｣
に
攻
め
,
称
条
を
第
十
嘉
と
す
る
｡

莞
集
中
｢
芸
費
の
全
部
若
し
-
ほ
蒜
｣
-
磨
-
の
助
成
金
の
全
署
L
y
t
f
蒜
｣
芸

め
'
｢
庵
原
費
の
額
完
当
す
る
金
額
｣
を
｢
民
-
の
助
成
金
｣
に
改
め
･
同
条
を
苧
条
と
す
る
｡

舞
八
粂
せ
第
九
条
と
す
る
｡

務
七
条
の
見
出
し
を
｢
(
医
寮
費
の
助
成
の
申
請
)
｣
に
改
め
,
同
条
を
第
八
条
と
す
る
｡

窮
五
条
及
び
讐
ハ
条
を
妄
ず
つ
繰
｡
下
げ
､
第
四
条
の
次
に
次
の
宗
を
加
え
る
｡

一
●
亨
■
.

ヽ
､
.

＼

　

〆∴
`
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一

阜
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雷
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(
1
部
負
､
担
金
相
当
額
の
支
払
方
法
)

第
五
粂
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
｡
医
療
費
の
由
成
を
受
け
る
被
保
険
部
争
.
鼠
泉
警
官

l及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
被
保
険
者
等
を
除
く
｡
)
は
､
･
第
三
粂
第

二
項
に
規
定
す
る
1
部
負
担
金
相
当
額
*
,
老
人
保
険
法
第
二
十
八
条
の
規
定
の
例
に
ょ
り
医
療
機
関

等
に
支
払
う
も
の
と
す
る
o

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

別
表
　
(
儲
二
条
閑
係
)

1
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
(
硝
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
)
第
十
五
条
弟
四
項
の
親
局
に
よ

り
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
身
体
上
の
障
害
の
程
度
が
1
級
又
は
二
級
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
｣
る
者

二
　
児
童
相
談
所
叉
は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
に
よ
り
重
度
の
精
神
薄
弱
者
と
判
定
さ
れ
た
者

三
　
治
療
が
特
に
困
難
な
疾
病
叉
は
経
過
が
慢
性
に
わ
た
り
患
者
等
の
負
軌
が
大
き
い
疾
病
で
規
則
で

定
め
る
も
の
に
か
か
っ
て
い
る
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の

四
　
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
(
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
)
第
五
粂
第
1
項
に
規
定
す
る
配
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～､ ■

偽
者
の
な
い
女
子
で
現
に
義
務
教
育
終
.
P
I
前
の
児
童
　
(
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
末
日

以
前
の
児
童
を
い
い
､
同
日
以
後
引
き
続
い
て
中
学
校
又
は
盲
学
校
'
車
学
校
若
し
く
は
.
養
護
学
疫

＼

l

の
中
学
部
に
在
学
す
る
児
音
.
を
含
む
o
　
以
下
同
じ
.
)
　
を
扶
衰
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
､
規
則
で
定

め
る
も
の
及
び
そ
の
者
が
扶
妻
し
て
い
る
義
務
教
育
終
了
前
の
児
象

五

　

一

歳

未

満

の

者

′∧

∠

附

　

則

(
施
行
期
日
)

こ
の
条
例
は
'
相
和
五
十
八
年
二
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
.

(
経
過
措
置
)

こ
の
条
例
の
施
行
の
口
前
に
行
わ
れ
た
療
養
又
は
医
療
に
係
る
医
庶
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
､
な
お

I

,

/

.
y
 
m
巌
前
の
例
に
よ
る
｡

メ

l
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ふ

か

し
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